
1994 7.25(季Tl年 4回 発行)Vol.10 No 2 通巻第38号

明治 4年 (1871)夏 、沼津を訪れたイギリス人が撮影した沼津兵学校の生徒たち
THE FAR EASTよ り (横浜美術館所蔵 )

この写真とともに「ファー。イースト」に掲載されたイギリス人の紀行文は、「新編物語藩史J第 5巻 (975

年)、「沼津市明治史料館通信J第 2号 (985年 )、 ヒュー・コータッチ「外国人が見た江戸。明治の静岡6J
(『静岡新聞夕刊コ987年 9月 2日 )などに抄訳されているので参照されたい。
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シ
リ
ー
ズ

「沼津兵学校沿革」な
ど多くの論稿を発表し

た石橋絢彦

(石橋ちか子氏提供 )

身
の
人
物
列
伝
で
あ
る

が
、
そ
の
中
の
二
十
ペ

ー
ジ
を

「沼
津
兵
学
校

の
人
材
」
の
項
に
あ
て

て
い
る
。
も
と
は

『静

岡
民
友
新
聞
」
に
連
載

し
た
も
の
で
あ
り
、
そ
れ
に
刺
激
さ
れ

黒
川
正
が

「
沼
津
時
代
の
回
顧
」
を
執

筆
す
る
こ
と
に
な

っ
た
と
い
う
経
緯
が

あ
る

（同
書
の
角
ＩΠ
浩
々
歌
客
序
文
）
ｃ

一
方
、
大
正
期
に
は
東
京
に
お
い
て

本
格
的
に
沼
津
兵
学
校
の
記
録
化
を
志

し
た
人
物
が
登
場
す
る
。
沼
津
兵
学
校

資
業
生
出
身
の
工
学
博
士
石
橋
絢
彦
で

あ
る
。
石
橋
は
大
正
四
年

（
一
九

一
五
）

か
ら
九
年

（
一
九
二
〇
）
に
か
け
て
旧

幕
臣
の
親
睦
会
誌

『同
方
会
誌
』
に
「
沼

津
兵
学
校
沿
革
」
と

「
沼
津
兵
学
校
職

員
伝
」
を
連
載
し
、
多
く
の
史
料
を
紹

介
し
、
学
校
の
内
容
や
人
物
に
つ
い
て

詳
し
く
記
述
し
た
の
で
あ
る
。

石
橋
の
そ
れ
は
、
彼
自
身
の
体
験
に

も
と
づ
く
記
述
の
み
な
ら
ず
、
自
分
が

保
管
し
て
い
た
り
同
窓
生
か
ら
借
覧
し

た
り
し
た
当
時
の
文
書
史
料
を
も
駆
使

し
た
、
史
料
的
に
も
価
値
の
高

い
仕
事

で
あ
り
、
そ
の
後
の
沼
津
兵
学
校
研
究

に
資
す
る
と
こ
ろ
が
大
き
か
っ
た
。

（

ち
な
み
に
石
橋
は
工
部
大
学
校
で
学

ん
だ
日
本
に
お
け
る
灯
台
建
設
の
エ
キ

ス
パ
ー
ト
で
あ
り
、
優
れ
た
技
術
者
で

あ
っ
た
が
、
江
戸
時
代
史
研
究
を
趣
味

と
す
る
よ
う
な

一
面
も
持

っ
て
い
た
。

彼
は
他
に
も
、
『同
方
会
誌
」
に

「静
岡

学
問
所
職
員
同
小
学
校
掟
書
Ｌ
吹
田
鯛

六
鵞
伝
」
ピ
一条
大
橋
の
制
札
外
し

一

件
」
「万
野
原
移
住
者
」
と
い
っ
た
論
稿

を
投
稿
し
た
り
、
ま
た

『中
井
ふ
く
昔

価肝

⌒
一
九

一
二
年
γ

『回
天
艦
長
甲
賀

源
吾
伝
』
■

九
三
二
年
）
を
著
作
す
る

な
ど
趣
味
の
域
を
越
え
て
歴
史
研
究
に

取
り
組
ん
だ
。

石
橋
の

「沿
革
」
「職
員
伝
」
は
、
大

正
五
年

（
一
九

一
六
）
刊
行
の

『静
岡

県
駿
東
那
誌
」
、
同
十
二
年
■

九
二
三
）

刊
行
の

『江
原
素
六
先
生
伝
』
の
記
述

に
も
大
い
に
活
用
さ
れ
た
よ
う
だ
。

石
橋
は
残
念
な
が
ら
沼
津
兵
学
校
に

関
す
る
単
行
本
を
刊
行
す
る
こ
と
は
な

か
っ
た
が
、
最
初
に
そ
れ
を
実
現
し
た

沼
津
丘（学
校
と
そ
の
人
材

〈①
〉

沼
津
兵
学
校
研
究
の
先
達
た
ち

沼
津
兵
学
校
の
歴
史
的
意
義
は
そ
の

廃
校
後
そ
れ
ほ
ど
遠
か
ら
ぬ
時
期
に
お

い
て
既
に
高
く
評
価
さ
れ
て
い
た
。

明
治
二
十
七
年

（
一
人
九
四
）
に
建

て
ら
れ
た
沼
津
兵
学
校
記
念
碑
の
銘
文

に
も
、
撲
者
中
根
香
亭
に
よ

っ
て
そ
の

意
義

（学
制
の
先
駆
で
あ

っ
た
こ
と
、

他
藩
か
ら
も
注
目
さ
れ
る
教
育
内
容
だ

っ
た
こ
と
、
多
く
の
人
材
を
朝
野
に
輩

出
し
た
こ
と
）
が
明
記
さ
れ
て
い
た
。

し
か
し
、
同
窓
生
た
ち
の
ノ
ス
タ
ル

ジ
ー
で
は
な
く
、
歴
史
研
究
の
対
象
と

し
て
沼
津
兵
学
校
に
注
目
し
た
の
は
誰

が
最
初
で
あ

っ
た
だ
ろ
う
か
。

地
元
沼
津
の
平
民
出
身
で
あ

っ
た
が

自
ら
も
兵
学
校
附
属
小
学
校
に
学
ん
だ

経
験
を
も

つ
間
宮
喜
十
郎
は
、
小
学
校

の
教
師
を

つ
と
め
る
か
た
わ
ら
郷
十
の

歴
史

・
地
誌
の
研
究
に
没
頭
し
た
。
彼

の
関
心
は
幅
広
か
っ
た
が
、
近
世
か
ら

近
代
に
か
け
て
の
沼
津
の
教
育
の
歴
史

に
つ
い
て
も
深

い
興
味
を
抱
い
て
い
た

よ
う
で
あ
る
。
問
宮
は
明
治
二
十
二
年

か
ら
二
十
四
年
頃
に
か
け
て

「沼
津
小

学
沿
革
史
Ｌ
沼
津
市
立
駿
河
図
書
館
が

一
九
七
三
年
に
翻
刻
）
と
い
う
原
稿
を

ま
と
め
、
そ
の
中
で
沼
津
兵
学
校

（特

に
附
属
小
学
校
）
の
こ
と
を
史
料
や
自

ら
の
記
憶
な
ど
に
基
づ
き
記
録
化
し
た

の
で
あ
る
。
し
か
し
、
間
宮
は
早
世
し

た
た
め
原
稿
は
そ
の
後
長
く
公
表
さ
れ

る
こ
と
は
な
か

っ
た
。

出
身
者
の
同
想
録
と
し
て
は
、
大
正

三
年

（
一
九

一
三
）
に

『静
岡
民
友
新

聞
』
に
連
載
さ
れ
た
黒
川
正

（附
属
小

学
校
生
徒
出
身
）
の

「
沼
津
時
代
の
同

顧
」
が
あ
る
。
こ
れ
は
ま
さ
に
当
事
者

だ
け
が
知
り
う
る
具
体
的
な
状
況
が
記

さ
れ
た
も
の
で
あ
り
、
今
と
な

っ
て
は

貴
章
な
史
料
で
あ
る
が
、
客
観
的
に
も

筆
者
の
意
図
と
し
て
も
歴
史
の
研
究
で

も
叙
述
で
も
な

い
っ

同
時
期
、
兵
学
校
出
身
の
多
く
の
人

物
に
つ
い
て
紹
介
し
た
も
の
に
伊
東
圭

一
郎
著

『東
海
三
州
の
人
物
」
二

九

一

四
年
刊
）
が
あ
る
。
同
書
は
静
岡
県
出

´
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の
は
米
山
梅
吉
で
あ

っ
た
。
米
山
は
兵

学
校
の
後
身
沼
津
中
学
校
の
出
身
者
で

あ
り
、
我
が
国

ロ
ー
タ
リ
ー
ク
ラ
ブ
の

創
設
者
と
し
て
知
ら
れ
る
実
業
家
で
あ

る
。
昭
和
九
年

（
一
九
二
九
）
刊
の

『幕

末
西
洋
文
化
と
沼
津
兵
学
校
』
が
そ
の

者
書
で
あ
る
。

同
書
は
洋
学
史

・
幕
末
維
新
史
の
中

に
兵
学
校
を
位
置
づ
け
叙
述
し
た
も
の

で
あ
り
、
付
録
と
し
て

「徳
川
家
兵
学

校
掟
書
Ｌ
徳
川
家
兵
学
校
附
属
小
学
校

掟
書
」
を
掲
載
す
る
な
ど
、
史
書
と
し

て
も
確
か
な
も
の
で
あ
る
。
し
か
し
、

少
年
時
代
を
過
ご
し
た
郷
上
へ
の
愛
情

に
も
あ
ふ
れ
、
暗
い
戦
争
の
時
代
に
向

か
い
つ
つ
あ

っ
た
当
時
の
日
本
に
あ

っ

て
明
治
初
期
の
地
域
文
化
の
独
自
性
を

強
調
し
た
点
に
在
野
の
人
で
あ
る
米
山

ら
し
さ
が
表
れ
て
い
た
。

米
山
の
著
書
に
前
後
し
て
、
沼
津
の

人
大
野
虎
雄
が
著
作
活
動
を
開
始
す

る
。
彼
は
静
岡
藩
軍
事
掛
の
幹
部
と
し

（

て
兵
学
校
の
管
理
部
門
に
在
職
し
た
大

野
寛

一
を
祖
父
に
持

っ
た
人
で
あ
り
、

昭
和
の
ヒ
ト
ケ
タ
か
ら
十
年
代
に
か
け

て
静
岡
県
の
郷
土
史
研
究
誌

『静
岡
県

郷
土
研
究
』
に
沼
津
病
院
や
兵
学
校
に

関
す
る
文
章
を
次
々
に
発
表
し
た
。

大
野
の
戦
前
に
お
け
る
最
大
の
仕
事

は
、
『沼
津
兵
学
校
と
共
人
材
』
■

九

二
九
年
）
、
『沼
津
兵
学
校
附
属
小
学
校
』

（
一
九
四
三
年
）
の
刊
行
で
あ
ろ
う
。

こ
の
二
書
は
沼
津
兵
学
校
に
関
す
る
単

行
本
と
し
て
は
現
在
も
そ
の
価
値
を
失

っ
て
い
な
い
も
の
で
あ
り
、　
一
九
八
三

年
に
は
復
刻
版
が
出
さ
れ
た
。

執
筆
に
あ
た
り
大
野
は
、
伊
東

・
石

橋

。
米
山
ら
の
者
述
を
参
考
に
し
た
ば

か
り
で
な
く
、
当
時
ま
だ
現
存
し
て
い

た
関
係
人
物
や
そ
の
縁
者

。
子
弟
に

様
々
な
史
料

・
情
報
の
提
供
を
受
け
た

よ
う
で
あ
り
、
列
伝
部
分
の
充
実
が

一

段
と
な
さ
れ
た
。
た
だ
し
現
在
の
我
々

に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
は
、
大
野
が
収

集
し
た
そ
れ
ら
の
原
史
料
を
目

に
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
点
で

あ
る
。
叙
述
の
も
と
と
な
っ
た

史
料
が
い
つ
か
世
に
出
る
こ
と

を
期
待
し
た
い
じ

大
野
は
研
究

・
者
作
の
み
な

（

ら
ず
兵
学
校
の
顕
彰
に
も
熱
心
に
取
り

組
み
、
昭
和
十
四
年

（
一
九
二
九
）
に

は
沼
津
兵
学
校
創
立
七
十
周
年
記
念

会
を
開
催
す
る
中
心
と
し
て
尽
力
し

た
。戦

後
も
大
野
の
活
動
は
盛
ん
で
、
戦

争
中
計
画
さ
れ
た
が
実
現
し
な
か
っ
た

市
誌
編
纂
に
参
画
し
、
『沼
津
市
誌
』
全

二
巻

（
一
九
五
八
～
六

一
年
刊
）
の
執

筆
に
加
わ
り
、
兵
学
校
に
関
す
る
部
分

を
担
当
し
た
。
沼
津
史
談
会
を
結
成
し

そ
の
会
長
を
つ
と
め
、
『沼
津
史
談
』
誌

上
に
も
維
新
史
関
係
の
文
章
を
幾
つ
も

発
表
し
続
け
た
。

さ
て
戦
後
に
な
る
と
学
問
の
自
由
が

保
障
さ
れ
、
個
別
分
野
の
研
究
が
深
化

す
る
中
で
、
科
学
史

・
教
育
史

・
英
学

史

・
書
誌
学
と
い
っ
た
各
方
面
か
ら
の

沼
津
兵
学
校
研
究
が
進
め
ら
れ
る
よ
う

に
な
っ
て
い
っ
た
。

そ
れ
に
伴

い
、
沼
津
兵
学
校
の
歴
史

的
評
価
も
定
ま
り
、
教
育
史
の
概
説
や

静
岡
県
の
通
史
な
ど
に
お
い
て
は
必
ず

触
れ
ら
れ
る
よ
う
な
存
在
と
な

っ
た
。

こ
う
し
た
先
達
た
ち
の
業
績
の
上
に

一
九
八
四
年
沼
津
市
明
治
史
料
館
は
開

館
し
た
。
「
明
治
」
と
い
う
館
名
の
山
来

は
、
館
が
扱
う
テ
ー

マ
で
あ
る
沼
津
兵

学
校
と
江
原
素
六
と
が
、
沼
津
市
の
明

治
維
新
や
明
治
時
代
を
象
徴
し
代
表
す

る
も

の
で
あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ

る
‘そ
し
て
沼
津
市
明
治
史
料
館
で
は
こ

の
十
年
、
兵
学
校
関
係
の
史
料
収
集
と

そ
の
公
開

・
提
供

（展
示

・
刊
行
物
に

よ
る
）
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

兵
学
校
の
教
授

・
生
徒
の
子
孫
を
追

跡
し
、
連
絡
を
取
り
お
伺
い
し
た
。
百

二
十
年
以
上
の
歳
月
を
経
た
現
在
、
既

に
孫
か
曾
孫
の
代
と
な
っ
て
い
る
が
、

関
係
者
の
皆
様
か
ら
は
温
か
い
御
協
力

を
い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
た
。
そ
の
数

は

一
〇
〇
軒
程
度
に
は
な
っ
て
い
る
だ

る
‘
つ
。

ま
た
、
兵
学
校
の
教
科
書
や
関
係
人

物
の
著
作
を
数
多
く
収
集
し
た
。
現
在

二
五
〇
点
ｉ
ハ
百
数
十
冊
余
に
の
ぼ
る
。

沼
津
兵
学
校
が
輩
出
し
た
人
材
の
優
秀

さ
は
、
そ
の
著
作
の
多
さ
に
も
現
れ
て

お
り
、
ま
だ
ま
だ
収
集
す
べ
き
本
は
少

な
く
な
い
。

こ
れ
か
ら
も
調
査

・
収
集

・
研
究
活

動
は
永
遠
に
続
く
で
あ
ろ
う
し
、
続
け

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
が
先
達
た

ち
の
遺
志
を
継
ぐ
史
料
館
の
役
割
な
の

だ
か
ら
。

沼津兵学校に関する

最初の単行本

『幕末西洋文化と沼

津兵学校』を著わし

た米山梅吉
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の

今
年
は
当
館
の
開
館
卜
周
年
に
あ
た

り
ま
す
。
そ
こ
で
今
回
の
企
画
展
で
は

常
設
展
示
の
大
き
な
柱
で
あ
る
沼
津
兵

学
校
を
テ
ー

マ
と
し
て
改
め
て
取
り
上

げ
、
十
年
間
の
史
料
調
査

・
収
集
の
成

果
を
公
開
し
ま
す
。
沼
津
兵
学
校
の
歴

史
的
意
義
に
つ
い
て
認
識
を
新
た
に
し

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸

い
で
す
。

期

間

一

７

月

１

日

０

～

９

月

２９

Ｈ

肉

会
場

一
３
階
北
側

・
４
階
展
示
室

０
図
録

『沼
・津
兵
学
校
の

―
群
像
』
の

■刊
一行
に
つ
い
て

企
画
展
に
あ
わ
せ
て
図
録
を
刊
行
し

ま
し
た
。
沼
津
兵
学
校
と
そ
の
人
材
に

関
す
る
新
史
料
を
多
数
盛
り
込
ん
だ
も

の
で
す
ぅ　
一
九
八
六
年
に
刊
行
し
た
図

録

『沼
津
兵
学
校
』
が
品
切
れ
と
な
っ

て
し
ま
い
久
し
く
、
関
心
を
お
持
ち
の

方
に
は
不
自
由
を
お
か
け
し
て
お
り
ま

し
た
が
、
新
し
い
こ
の
図
録
を
是
非
ご

利
用
下
さ
い
。

規
格

一
Ｂ
５
判

・
６０
ぺ
‐
ジ

（内
カ
ラ
ー
４
ペ
ー
ジ
）

頒
価

¨
九
〇
〇
円

◎
歴
史
講
座
の
受
講
生
募
集

企
画
展
に
対
応
し
た
テ
ー

マ
で
歴
史

講
座
を
開
催
し
ま
す
．
日
程

・
講
師

・

内
容
は
表
の
通
り
で
す
．
――ｌｌ

い
合
わ
せ

と
申
込
み
は
当
館
ま
で
電
話
で
．

時
間

一
午
後
２
時
～
４
時

場
所

¨
当
館
講
座
ネ

定
員

¨
一
〇
〇
名
　
受
講

一
無
料

◎
映
画

「沼
津
兵
学
校
」
上
映
会
の

開
催
と
無
料
開
館
日
に
つ
い
て

企
画
展
に
関
連
し
、
今
井
正
監
脩

・

一
九
二
九
年
東
宝
作
品
「
沼
津
兵
学
校
ｔ

（８‐
分

。
モ
ノ
ク

ロ
一
の
上
――央
会
を
開

催
し
ま
す
．
当
日
は
展
示
本
も
無
料
開

放
し
ま
す
．

Ｈ
時

¨
７
月
３‐
日
０
午
後
２
時
～

８
月
１４
＝
０
午
後
２
時
～

８
月
２‐
Ｈ
田
午
前
Ю
時
～

９
月
１５
日
囚
午
後
２
時
～

場
所

一
当
館
講
座
卒
　
費
用

一
無
料

ま
た
上
映

一
時
間
前
に
学
芸
員
に
よ

る
展
示
解
説
を
行

い
ま
す
．

ど
う
ぞ
ご
自
由
に
来
て
下
さ
い
。

◎

「
平
和
を
考
え
る
親
子
戦
争
史
跡

め
ぐ
り
」
の
参
加
者
募
集

昨
年
に
引
き
続
き
今
年
も
沼
津
市
内

に
残
る
昭
和
の
戦
争
に
関
係
し
た
史
跡

を
見
学
し
ま
す
。
地
域
の
近
現
代
史
の

学
習
で
あ
る
と
同
時
に
平
和
の
意
義
を

考
え
る
機
会
に
も
な
る
で
し
ょ
う
。

日
時

【
８
月
１６
日
ω
、
午
前
９
時
か
ら

午
後
４
時
ま
で
．
雨
人
の
場
合

は
８
月
１８
日
的
に
延
期
．

対
象

¨
小
中
学
生
と
そ
の
父
母

定
員

一
一
〇
組
三
〇
名

費
用

一
無
料
、
但
し
弁
当
持
参
の
こ
と

コ
ー
ス

¨
明
治
史
料
館
集
合
―
震
洋

・

海
竜
格
納
壕
―
海
軍
技
術
研

究
所
跡
―
御
成
橋
空
襲
被
弾

痕
―
沼
津
海
軍
工
廠
工
員
養

成
所
跡
碑
―
史
料
館
で
（
食

―
沢
田
部
落
移
転
碑
―
高
角

砲
部
隊
の
ト
ー
チ
カ
ー
束
椎

路
戦
災
記
念
碑
―
拓
南
訓
練

所
跡
―

「
一
人
郎
や
あ

い
」

碑
―
史
料
館
で
解
散
．

申
込
み

¨
電
話
で
当
館
ま
で
。　
マ
イ
ク

ロ
バ
ス
の
定
員
が
あ
る
た
め

先
若
順
と
し
ま
す
．

◎
古
文
書
解
読
入
門
講
座
の
受
講
生

を
募
集
し
ま
す

古
文
書
に
初
め
て
接
す
る
方
を
対
象

に
し
た
入
門
講
座
で
す
。
中
込
み
は
当

館
ま
で
電
話
で
ど
う
ぞ
．

日
程

一
８
月
６
日
、
１３
日
、
２０
日
、
２７

日
、
９
月
３
日
、
Ю
日
の
毎
上

曜
日
、
計
６
回
．
場
合
に
よ
り

内

一
回
が
９
月
‐７
日
０
に
な
る

時
間
場
所
講
師

費
用

こ
と
も
あ
り
．

¨
午
後
２
時

～
４
時

¨
当
館
講
座
室

一
友
野
博
氏

（沼
津
市
文
化
財
保

護
審
議
会
委
員
）

一
無
料
．
古
文
書
辞
典
を
お
持
ち

で
な
い
方
に
は
斡
旋
し
ま
す
．

日 程 言毒   日雨 内 容

9月 4日

(日 )

東京大学史料編纂所

教 授
宮 地 正 人 氏

「幕府陸軍から

沼津兵学校へ」

9月  日
(日 )

日本地図資料協会

会 長
師 橋 辰 夫 氏

「日本近代測量の

黎明・沼津兵学校」

9月 18日

(日 )

沼津市明治史料館

学芸員

樋 口 雄 彦

「沼津兵学校関係人物の

追跡と史料館の 0年」

9月 25日

(日 ,

常葉学園富士短期大学

教 授
山 口  博 氏

「沼津兵学校と英学」

ミ|「] 呑禦
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